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デジタルコンテンツを活用する！
ジャパンサーチ活用講座

この資料は、クリエイティブ・コモンズ表示4.0国際ライセンスの下に提供されています。

円山応挙,Maruyama Okyo『狗子之図』（東京富士美術館所蔵）
「東京富士美術館収蔵品データベース」収録
(https://jpsearch.go.jp/item/tfam_art_db-9729)



国立国会図書館について
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使命
真理がわれらを自由にするという確信に立つて、憲法の誓約する日本の
民主化と世界平和とに寄与することを使命として、ここに設立される。
（国立国会図書館法 前文）

国立国会図書館は、国会活動のサポート、納本制度に
基づく国内の出版物の収集・整理・保存、オンラインで
の資料提供等をおこなっています。
東京本館は、国会議事堂に隣接しています。
満18歳以上なら誰でも来館して利用できます。

東京本館の他に、関西館（京都府精華町）と
国際子ども図書館（上野公園）があります。
国際子ども図書館は、18歳未満でも利用できます。



１ ジャパンサーチとは

２ ジャパンサーチの機能

３ ジャパンサーチの利活用
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１ ジャパンサーチとは
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⚫デジタルアーカイブの検索・閲覧・活用の
プラットフォームです。

 さまざまな分野のデジタルアーカイブと連携し、

日本全国の多様なコンテンツのメタデータ*

をまとめて検索・閲覧・活用できます。

ジャパンサーチとは

＊メタデータとは：
「タイトル」「作者名」等
コンテンツの内容や所在等
について記述したデータ。
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https://jpsearch.go.jp/

https://jpsearch.go.jp/


デジタルアーカイブとは
• 様々なデジタル情報資源を収集・保存・提供する仕組みの総体

• ２つの側面

➢コンピュータの誕生以前から様々な媒体に残されてきた記録を、
デジタル情報技術で取り扱いやすい形に変換すること（デジタル化）

➢電子メディアで流通する記録を、収集・保存し、長期的に提供すること

• デジタルアーカイブの大切な３つの役割

➢ 記録・記憶の継承と再構築

➢ コミュニティを支える共通知識基盤

➢ 新たな社会ネットワークの形成
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出典：「3か年総括報告書 我が国が目指すデジタルアーカイブ社会の実現に向けて」（2020年8月） 
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_suisiniinkai/pdf/r0208_3kanen_houkoku_honbun.pdf
「ジャパンサーチ戦略方針 2021-2025」（2021年9月）
https://jpsearch.go.jp/static/pdf/about/strategy2021-2025.pdf

（例・埼玉県立図書館デジタルライブラリー）

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_suisiniinkai/pdf/r0208_3kanen_houkoku_honbun.pdf
https://jpsearch.go.jp/static/pdf/about/strategy2021-2025.pdf
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検索結果画面

連携データベース

219 DB

連携コンテンツ数

2,900 万件

（メタデータ）

連携機関（つなぎ役）

45 機関

データ提供機関は1,200機関以上

令和5年12月14日現在



２ ジャパンサーチの機能
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①分野の特性を活かした検索機能

様々なテーマに関する「ギャラリー」を提供
（テーマ例：富士山、猫、紅葉狩り、刀剣、和食、北斎etc.）

③利活用促進の基盤となる利活用機能

②クリックするだけで楽しめる機能
多様なコンテンツの紹介

楽しむ

活かす

探す

横断検索、テーマ別検索、

画像検索 ※類似の画像を検索

⚫ お気に入りをマイノートに登録し、マイギャラリーで編集可能

⚫ マイノートの共同編集ができるマイギャラリー、ワークスペース

⚫ 任意のメンバーから成るプロジェクトで、ジャパンサーチの全機能を体験

⚫ ジャパンサーチが集約したメタデータをAPI（外部提供インタフェース）で提供

ジャパンサーチの機能～3つの観点から～
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共通項目ラベルによる項目別検索も可能
→時間・場所はデータの正規化処理を実施、ローマ字のデータを自動生成

探す横断検索：
左上の検索窓にキーワードを入力するだけ！

全データベースのデータをキーワード検索

検索結果から、
条件を絞り込むこともできる



利用条件で絞り込める
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詳細：「デジタルコンテンツの二次利用条件表示について」https://jpsearch.go.jp/policy/available-rights-statements
（連携機関向け）二次利用条件の設定方法：「連携をご希望の機関の方へ」https://jpsearch.go.jp/cooperation

トップ画面 検索結果での絞り込み 個別コンテンツ（早見表）

教育利用・商用利用可*
のコンテンツ数を表示
*CC0, PDM, CC BY, CC BY-SA

【資料固有の条件】
利用規約ページ等へのリンク

検索ボックス下のタブで権利
区分による絞り込みが可能

利用条件

早見表
クリックすると
該当コンテンツ一覧に遷移

コンテンツの詳細画面で
利用条件と利用目的別の
「早見表」を表示

探す

https://jpsearch.go.jp/policy/available-rights-statements
https://jpsearch.go.jp/cooperation


ジャパンサーチの利用条件一覧

早見表の例
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詳細：ジャパンサーチ「デジタルコンテンツの二次利用条件表示について」のページを参照
https://jpsearch.go.jp/policy/available-rights-statements

探す

https://jpsearch.go.jp/policy/available-rights-statements


画像検索：画像で画像を見つける
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クリック！

・AI（機械学習）を用いた画像検索プログラムを開発。

・コンテンツのサムネイル画像や、アップロードした画像を元に

似た特徴を持つ画像を見つけることができる。

探す



テーマ別検索：あらかじめ条件を絞った検索窓

14

テーマ別検索一覧画面 https://jpsearch.go.jp/csearch

探す

https://jpsearch.go.jp/csearch


ギャラリー：電子展覧会

⚫ 検索機能を利用しない場合でも

見て楽しめるページ

• 約477テーマを公開（令和5年12月現在）

ギャラリー一覧画面 https://jpsearch.go.jp/gallery
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楽しむ

「季節から探す」
「時代から探す」
「地図で探す」
等、様々な切り口で
ギャラリーを探せます。

https://jpsearch.go.jp/gallery


3 ジャパンサーチの利活用
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マイノート：お気に入りリスト
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活かす

♡マークをクリックして、簡単にお気に入りリストを作成 ※メモも追加できる



マイギャラリー：自分だけのギャラリー
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24時間限定で、マイギャラリーを

オンライン上で共有し、共同編集も可能

展示企画、
イベント、
調べ学習など

ジャパンサーチの「ギャラリー」と同じように

自分だけの電子展覧会を作成できます。

ログイン必要なし！

※今日のワークショップが終わったら、
こちらの機能をご自宅で使ってみてください。

活かす
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活かす



マイノート（お気に入り）からギャラリーへ
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お気に入りリスト

マイノートにいれたお気に入りの一覧を

ギャラリーにそのまま持っていきましょう。

要素追加ボタン

お気に入りリストが
丸ごとギャラリーへ

ギャラリー
編集ボタン

活かす



ワークスペース機能：皆でつくるギャラリー
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イベントや
調べ学習に！

連携機関が利用可

長期間使える共同編集機能

皆と共同でジャパンサーチのコンテンツを組み合わせ、ギャラリーを作ることができます。

※今回の演習はこちらの機能を使います。

※ワークスペース内に作成したギャラリーはジャパンサーチの検索対象外です。外部から見られるわけではないので気軽に作ってください。

活かす



ここから演習を行います。
実際にジャパンサーチを
使ってみましょう。
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https://jpsearch.go.jp/

https://jpsearch.go.jp/


まずは検索してましょう！
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色々な条件で絞り込むことができます



ワークスペース機能を使ってみましょう
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ワークスペースに入れましたか？
「ページを追加」ボタンを押してください。

ワークスペースURL
https://jpsearch.go.jp/workspace/jpsutilization-saitamaR5kouza

https://jpsearch.go.jp/workspace/jpsutilization-saitamaR5kouza


ギャラリーを
作ってみましょう！
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新しいギャラリーのタイトル
を入れましょう

プラスボタンを押して
パーツを追加します。
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まずはリストを追加してみましょう

追加できたら、リストの中の
プラスボタンを押しましょう
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リストの中に
メタデータを追加していきます。

追加したい資料を見つけるために
検索キーワードを入力してください
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検索結果が出ました！
追加したい資料を
選びましょう！
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追加したい資料を
クリックすると
選ばれた資料が
下に表示されます。

必要な資料を
選んだら「決定」
を押します。

クリック
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追加できました！
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